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資料館だより資料館だより ２０２1. 6 .２５（年４回発行）

「人と環境を大切にする県東部広域拠点都市・沼津」

絵葉書に見る旧黒
くろ

瀬
せ

橋
ばし

Vol.46 No.1（通巻２30号）

　旧黒瀬橋は、江戸時代から運行されていた大岡日
ひ
吉
よし

と上
かみ
香
か
貫
ぬき
の黒

くろ
瀬
せ
を結ぶ狩野川の渡

わた
しの位置に、明治１４

年（１８８１）に架
か
けられた木橋を初めとする。架橋後も

度々洪
こう
水
ずい
により流出し、そのたびに復旧されてきた。

　当初は有料の賃
ちん
橋
ばし
であったが、大正１２年（１９２３）の

楊原村と沼津町の合併、市制に移行する直前に、架橋
免許人の市

いち
川
かわ
亀
かめ
次
じ
郎
ろう
・高
たか
橋
はし
虎
とら
蔵
ぞう
から両町村に寄付され、

橋賃は廃止された。
　しかし、翌年の出

しゅっ
水
すい
により落橋し、鉄線を張った渡

と

船
せん
に戻った。流失した橋の部材は西浦村に漂着したと
いう。その後復旧したと見られるが、昭和１３年（１９３８）
には豪雨で三

み
園
その
橋と共に流失、仮

かり
橋
ばし
が架けられるが、

翌々年にはその仮橋も流出した。再び渡船となり、翌
年末に復旧した。
　昭和２０年（１９４５）７月の沼津空襲で焼失、２２年に応

急架設により復興したが、その後も２３年のアイオン台
風で被害を受け、さらの翌２４年のデラ台風で破損・復
旧、昭和３３年の狩野川台風で再び流失し、また仮橋と
なった。
　現在の黒瀬橋は、昭和３５年（１９５９）から災害復旧工
事として着工、玉造神社の西側から浪人川の排出口の
下流側に位置を移して、鉄筋コンクリート橋として建
設されたもので、昭和３７年１０月１日に竣

しゅん
工
こう
式が行われ

た。その後の平成５年に、下流側に自転車・歩行者専
用橋が架けられた。
　絵葉書の写真に写されているのは、木橋の時のもの
で、明治から大正期のものと見られるが特定はできな
い。香貫側には管理用とみられる建物があり、橋の上
流側には流

りゅう
木
ぼく
止
ど
めが設けられている。沼津三島間の電

車や線路敷、松並木も写されている。

絵葉書　沼津名所　黒瀬橋の絶景（蘭契社）

絵葉書　沼津富士八景　黒瀬橋の富士（蘭契社）

絵葉書　沼津名所　黒瀬橋（村木商店）
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駿河湾の漁
　　　　　　森田　安男さんの漁話
我
が

入
にゅう

道
どう

のイカ釣
つり

漁　その３

　前々号で紹
しょう
介
かい
したサッポロやビシを使った仕

し
掛
か
けで

は、ツノ（イカヅノとも）やテーラ（カケドとも）を
２～４個程度しかつけられません。さらに効率を求め
て使われるようになった仕掛けがレンケツ（連結）で
す。森田さんの親の世代でもレンケツという仕掛けが
使われていましたが、森田さんが漁師になった昭和３０
年頃は、サッポロやビシが廃

すた
れつつあり、これから紹

介するレンケツが既
すで
に主流のイカ釣

つり
具
ぐ
となっていまし

た。
　レンケツは、一本の釣糸に７～８本のツノをつけて
いく仕掛けになります。レンケツで使うツノはサッポ
ロで使っていたツノとは少し異なり、森田さんの親の
世代では、鉛

なまり
で軸

じく
を作り、ツメと呼ぶ傘

かさ
状に並

なら
べた針

はり

を結びつけたもので、ツノ自身が釣針と錘の役目を果
たしています。ヤリイカ用のツノは細くて長く、マイ
カ（スルメイカ）用のツノは太くて短くなっています。
レンケツのツノは糸を巻

ま
きつけることでイカが集まり

やすくしています。巻きつける糸の色は、森田さんが
いろいろな色の糸で試してみた結果、ヤリイカ用では
白色、マイカ用ではピンク色がよくかかるとのことで
す。糸の巻きつけには、手で巻いていく人もいました
が、森田さんは柱時計を改造して自作した糸巻き機を
使います。イカが釣れるかどうかは海の状況によって
全く異なり、糸を巻かないツノの方が釣れる時もある
ため、実際にレンケツの仕掛けを海に落としてみない
とわかりません。様々な状況に応じるため、たくさん
のイカ釣具を持参し、現場で臨機応変につけ変えてい
くことになります。
　ツメの部分は、ヤリイカ用では１段でも逃げられる
ことはないですが、マイカは２段にした方が逃げられ
にくくなります。しかし、後年には、ヤリイカ用も２
段のツメをつけたツノが多くなっていきました。ヤリ
イカ用、マイカ用いずれのレンケツの仕掛けでも、一
番下のツノは他に比べて大きく、また、糸を巻かない
ものをつけます。これは錘

おもり
としての役割に重点がおか

れているためで、一番下を重くすることで、他のツノ
よりも沈

しず
み込

こ
みが早く、釣糸が一直線に海中に落ちて

いくため、中間のツノ同士で絡
から
んでしまうことを防ぎ

ます。この一番下のツノにもイカがかかることがある
ためツメはつけておきます。
　レンケツの仕掛けでは、釣糸を絶えず上下にゆすり、
ツノを踊

おど
らせることでイカを惹

ひ
きつけさせます。レン

ケツ最上部のツノの上に鉛をバナナ形に鋳
ちゅう
造
ぞう
したカマ

というものを結びつけることで踊りが良くなり、イカ

が多く掛かるとされています。
　昔の漁師は手が器用な人が多く、鉛で作られたツノ
もカマも鉛を溶かして自分で作る漁師が多くいまし
た。そのため、使い物にならなくなった錘やツノなど
の鉛の部分は捨てずに取っておき、自分の目的にあっ
た釣具に作り直していました。� 次号へ続く
（話：森田安男氏�昭和１５年生まれ�沼津市我入道在住）

ツノ・カマともに
歴史民俗資料館所蔵

ツノ（マイカ用）

ツノ（ヤリイカ用）

カマ
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『ふるさと沼津覚書』
加藤　雅功　

　都市化が進む中、私たちは今何か大切なものを失い
つつある。少し前なら古老から直接話を聞けたのに、検
証すべきものがまだ多い。だが嘆くことなく「歴史の玉
手箱」を紐

ひも
解
と
こう。全体の俯

ふ
瞰
かん
もそこそこに、地域の「生

活の舞台」、地形・地質や災害、集落の特徴や生
なり
業
わい
、さ

らにはランドマーク（陸
りく
標
ひょう
）や寺社、歴史や伝承、地

名説話などにも触れよう。早速現地に赴
おもむ
き、再発見が

楽しみな「宝物探し」の旅に出ていこう。
①香

か
貫
ぬき
・我

が
入
にゅう
道
どう
編　その１　下香貫（島

とう
郷
ごう
）

　島郷を代表する砂礫州の地形発達は、水深５ｍより
浅い海底地形を合わせて見ると理解しやすい。形態的
特徴から、土砂供給は我入道方面で、沿岸流により島
郷の南側に広がりを強め、志

し
下
げ
を経て獅子浜側にもた

らされている。あたかも牛
うし
臥
ぶせ
山の「陸

りく
繋
けい
島
とう
」に対し、

トンボロ（陸繋砂州）を形成した如くである。「島
とう
江
ごう
」

のようなラグーン（潟
せき
湖
こ
）の形成と、前面に沿岸州（砂

州・砂礫州）が発達したのは約６０００年前の縄文時代中
期までで、高頂期以降の海退の時期に陸側が湖から沼

しょう

沢
たく
地
ち
・湿地に変わっていった弥生・古墳時代頃、背後

の砂礫地で人々の居住が拡大し、洪水や高潮の影響を
受けつつも、安定化の道に向かったことが分かる。
●島郷の「御

お
林
はやし
」　中世に長さ５９０間、幅６０間の地

じ
頭
とう
林
りん

として「香貫浜」の背後に成立した島郷の松林は面積
１１．７ｈａを占める。元は下香貫の村林で延宝元年（１６７３）
に幕府直轄の「御林」となった。下香貫の海浜で、文
政１１年（１８２８）の『御普請所　狩野川通絵図』では北
側の浜水門、元禄期の「古

ふる
湊
みなと
水門」寄りに「潮

しお
除
よけ
堤
づつみ
」

が５０間あり、さらに南へ１００間の新土
ど
堤
て
の普

ふ
請
しん
を願い

出ている。このように「島郷浜」では江戸時代後期に
おいてすでに砂礫州が途切れ、土砂供給が弱まった牛
臥海岸には高潮被害があったことが分かる。
　「島郷浜」の北西、砂丘の御林の外に長さ７５間、高さ
４尺５寸、馬

うま
踏
ふ
み５尺（両側に松の杭）の規模を持つ

「田
でん
地
ち
の汐
しお
除
よけ
・波除け土手」は、高潮の汐除、波浪除け

土手として砂丘の高まりに今も残る。道路の開削で寸
断されているが、北西側の砂丘の残丘部分では柿原共
同墓地の横を走り、さらに北の塚田川側に延びていた。
　南側の志下境から北西側の我入道境まで約１．１㎞の
砂礫州の浜は遠浅で、牛臥山の高島ノ鼻付近まで水深
５ｍ程の浅瀬が広がる。志下付近で２５０ｍ、牛臥海岸
付近では６００ｍ程の浅

せん
海
かい
部を有するが、沼津御用邸記

念公園前の浜が大きく浸
しん
食
しょく
されてしまったため、現在

養浜事業が進んでいる。北側の浜水門にはその前面に
新しく防潮水門が完成し、かつての牛臥海水浴場付近
では高潮・津波災害防止の防潮堤工事が進捗している。
　一方、陸地側に目を転じると、昭和４５年６月から市

民憩いの場として整備が進められた１５．６ｈａの総合都市
公園の内でも、黒松約７０００本や広葉樹２０００本余りがあ
る防風林では、近年「松枯れ現象」が著しくなり、太
い幹を誇った松も減少している。この字

あざ
島郷の砂礫州

の広がりの中で、明治２６年（１８９３）から造営された御
用邸の内、西付属邸が建つ浜側と民家寄りに２列の砂
丘が見られ、比高差３ｍから５ｍ程の高まりが北西側
に続く。この砂丘の凹地部分では風雨で根の部分が洗
われた「根上り松」さえも倒木するに至っている。
●新田開発の地　島郷では高潮や強風を避けるように、
砂丘背後の国道４１４号沿いに典型的な「路

ろ
村
そん
」形態を取

る家並みが続く。「島江」と古くに記した「島江新田」
の開発対象地は不詳で、「島郷浜」の海浜側の御用邸付
近に網干場・網小屋があったが、漁業に重きを置くこと
はなかった。明治の中頃から御林背後の砂質で排水性
の良い土壌と温暖な気候を生かし、一時期は「桃郷」
と表記したように、桃の栽培が本格的に行われた。この
明治中期は農業が８割を占めたが、江戸時代は砂礫州
背後の畑地開墾が中心だったのかは詳しくわからない。
　新田開発の対象地は総称の「浜新田」が低湿地の南側、
清水・汐

しお
入
いり
・塚田・大久保の地籍にあり、砂礫州側の高

まりと併せて「島江」の呼称で言ったのかも知れない。
北西側の柿原・浜田の地籍も「浜新田」であり、周辺集
落からの「出

で
作
さく
」の時期を経て後に、島郷の浜寄りに定

着したものと見られる。やがて北東部の「二ツ家」を始
めとして、地引網漁や畑地耕作等で発展したと思われる。
　集落の形成に関して見ると、江戸時代の安永年間以前
は「島江村」と記され、その後「島郷」と改称している。
北側の「新田」や南東側の「仲町」「久保」が成立し、
やがて桃の栽培が盛んとなって、寛政・文化年間頃には「桃
郷」と改称したという。すでに幕末頃、下香貫村の内に「桃
郷村」の表記があり、枝村・枝郷の性格で成立している。
今から３００年程前の家数はわずか３５軒であったという。な
お自治会組織としては明治２７年（１８９４）塩

しょ
満
みち
地区から分

離し、８７戸で新たに「島郷区」として独立している。

柿
かき

原
はら

の砂丘部に残る「汐
しお

除
よけ

・波
なみ

除
よけ

土
ど

手
て

」
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　重要有形民俗文化財「沼津内浦・西浦及びその周辺
の漁撈用具」報告書の頒

はん
布
ぷ
をしています。入手ご希望

の方は当館までお問い合わせ下さい。
　なお、頒布場所は、当館のみですので直接ご来館い
ただくか、現金書留（要送料）での申し込みとなります。
頒布価格は、「一覧表」・「図集」・「概要１」の３冊で
合計２０００円です。分割も可能です。

　令和２年度の企画展「地先の漁」は５月９日をもっ
て終了いたしました。国指定の漁撈用具の中から磯物
採収漁・突

つき
漁・陥

かん
穽
せい
漁の道具を紹介しました。

　新型コロナウイルス感染拡大の中で入館者が少なく
なり残念ですが、新たな企画展の開催に向けて準備を
進めています。

沼津の別荘　三津の「漁
ぎょ
楽
らく
荘
そう
」と田

た
中
なか
平
へい
八
はち
①

　内浦小海との境に近い内浦三津字小
こ
島
じま
、駒

こま
形
がた
神社の

西南に「漁楽荘」という別荘がありました。現在は一
般の住宅地となっています。
　地元の金指貢さんからは「いとへい」の別荘で、相

す

撲
もう
取りが来たこともあったとの話を伺いました。三津
の故山本三朗さんの記憶では、普段は京都から来たと
いう婦人とばあやの二人住まいであったとのことでし
た。若い頃に柚

ゆ
子
ず
の実を丸ごと使った料理を振るまっ

てもらい、その美味しさや上品さに「流
さす
石
が
に京都の人

だ」と感激したと話されていました。
　「いとへい」とは信州伊

い
那
な
の出身で、横浜に糸

いと
屋
や
平
へい
八
はち

商店を開業し、生糸相場で巨額の利を得て、「天下の
糸
いと
平
へい
」の異名を持つ田中平八（藤

ふじ
島
わら
釜
かま
吉
きち
））のことを指

していると見られますが、「糸兵」や「田中平八」と呼
ばれた人物は、確認できるところでは、初代から３代
まで３人おり、その内の誰かに該当するのではないか
と推定できますが、そう単純ではないようです。
　初代は明治１７年（１８８４）に熱海で亡くなっており、
長男の２代平八（洋之助）は慶

けい
応
おう
２年（１８６６）生まれ

で明治１６年（１８８３）家
か
督
とく
相
そう
続
ぞく
・襲

しゅう
名
めい
、３代平八は初代

の長女とらの婿
むこ
の北

きた
村
むら
菊
きく
次
じ
郎
ろう
（明治２６年没）とするも

のが広く知られています。
　また、３代目はなく、北村菊次郎は初代を引き継ぎ、
志
こころざし
半
なか
ばで急

きゅう
逝
せい
したため、初代の長男の洋之助がその跡

あと

を継
けい
承
しょう
し、２代を名

なの
乗ったとするものもあります。

　昭和４年（１９２９）に岡
おか
部
べ
長
なが
景
かげ
が三津久

く
伏
ぶせ
の東
とう
瀛
えい
荘
そう
を取

得する以前、その土地と建物の所有者は、大正１３年に経
営破

は
綻
たん
した高田商会の精算管理者です。この高田商会の

創業者の高
たか
田
だ
慎
しん
蔵
ぞう
の後を大正８年（１９１８）に嗣

つ
いだのは

長女雪子の婿である初代田中平八の３男釜
かま
吉
きち
で、同じ三

津の東西の端に近親者の別荘があったことになります。
　また、西浦久

く
連
づら
の興

こう
農
のう
学
がく
園
えん
の設立に深く係わる旧幕

臣の子で沼津兵学校付属小学校に学んだ渡
わた
瀬
せ
寅
とら
次
じ
郎
ろう
の

次男である次郎（明治３１年・１８９８年生まれ）は、田中
平八の養子となっており、昭和４年（１９２９）に久連で
開催された興農学園の開校式にも参列しています。２
代の洋之助の長女花子の婿養子のようです。興農学園
の西浦久連への設置には縁者の別荘が内浦三津に存在
していたことも関係しているのかもしれません。

「漁楽荘」の跡地の現状


